
１１ 校校内内のの組組織織図図

２２ 学学園園全全体体ででＳＳＳＳＨＨにに組組織織的的にに取取りり組組むむ体体制制
⑴ ＳＳＨ企画部会(週 1 回) 

構成：理事長・校長、副校長、中高教頭、小学校教頭、中学校教務主任、高校教務主任、ＳＳＨ主任、 
ＳＳＨ副主任、課題研究第一担当者、海外研修担当、研修部主任、ＩＲＴ主任、ＳＳＨ専任事務 

活動：原則として週 1 回実施。ＳＳＨ事業の進捗状況の管理、学校行事との調整、 
事業計画案の審議・協議、校務分掌間の連絡調整などを行う。 

⑵ ＩＲＴ企画部会(週 1 回) 
構成：管理職、ＩＲＴ主任、中学 1 年～3 年各担任、ＳＳＨ主任 
活動：原則として週 1 回実施。ＩＲＴ活動の進捗状況の確認、事業計画案の審議・協議、 

小学校・高校との連携についての協議を行う。 
⑶ 研修部会(週 1 回) 
構成：副校長、研修部主任、各教科代表者、マルチメディア担当、ＳＳＨ主任、教務主任 
活動：原則として週 1 回実施。授業改善や職員研修について、企画立案などを行う。 

⑷ 小中高 ＳＳＨ企画推進部会 
構成：理事長・校長、副校長、中高教頭、小学校教頭、ＳＳＨ主任、ＩＲＴ主任、小学校ＳＳＨ担当 
活動：毎月実施。学園全体のＳＳＨ事業の方向性の確認と、評価システムの実施と分析に基づく事業改

善の協議を行う。 
⑸ ＳＳＨ運営指導委員会 
構成：運営指導委員、理事長・校長、副校長、中高教頭、小学校教頭、ＳＳＨ主任、ＳＳＨ副主任、 

国際交流担当、ＩＲＴ主任、高校教務主任、中学教務主任 
活動：年 2 回、7 月と 3 月に実施。第 1 回(7 月)は、主に個々の高校課題研究への指導・助言の場とし

て位置付けている。第 2 回(3 月)は、本校ＳＳＨ事業の運営のあり方への指導・助言の場とし、
機能を分けて実施している。運営指導委員も、第 2 回参加者は学部長レベルを招聘することとし
ている。 

第 ５ 章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制

鹿児島県学事法制課 私立学校係

管理機関 池田学園 本部

小・中・高 理事長・校長

中高 副校長／小中高 教頭

小中高合同職員会

ＳＳＨ運営指導委員会
小・中・高 ＳＳＨ企画推進部

探究授業・評価の改善

教務部

研修部 授業改善
定例の企画・立案・検証組織
高校ＳＳＨ企画部会 毎週
中学ＩＲＴ企画部会 毎週

小中高企画部会 毎月

進路指導部

生徒指導部
※いずれも管理職参加

広報部

ＳＳＨ企画部会・授業改善委員会

ＳＳＨ企画部
小学校 中学・高等学校

教務部 授業改善

ＳＳＨ担当部

経理・事務係 記録係 広報係 研修係 評価・統計係 セミナー係 教育課程係 総務係

要求書作成、総

括表作成、書

類・備品等管理

ＳＳＨ事

業の記

録、報告

書等作成

ＨＰ更

新、広報

活動、パ

ンフレッ

ト作成

授業改

善、職員

研修、先

進校視察

等の計画

評価の集計、

統計処理と分

析、卒業生追

跡調査

ＳＳＨ講演

会等の計画

学校設定科

目の検証と

評価、教材

開発等

ＳＳＨ担当部全体の統

括、メール・公文処

理、業務振り分けや一

般行宇土の調整、外部

講師対応

あわせて、授業等評価について、学びの構造ＩＣＥを踏まえ、評価基本票(3 観点)を作成し、「知って
いる」→ 「分かる」→ 「使える」という過程の評価をできるようにした。評価基本票は、各校種の教科・
リテラシーの学びの特質により、記述を工夫していくものとしてとらえ、今後、各校種で取り組むこと
としている。また、中高研修部で取り組んでいる授業改善を踏まえ、探究的授業評価票、合科授業評価
票(生徒用・職員用)を作成し、これらは実際に活用を図り、改革推進の指標としている。

なお、開発した評価方法や観点・規準の実効性(学びの実態を適切に評価しているか)を検証する意味
も踏まえて、年度途中から試行しつつ、修正している。

⑵ 評価システムの活用と流れについて                                        
新しい評価方法については、この 2 年間は、これまでの評価方法と混在させながら、妥当性を図りつ

つ試行してきた。評価結果は事業の進捗状況とともに、日々の管理職会を経て、週一回のＳＳＨ企画部
会での詳しい検討を行ってきた。その上で、課題と改善点については、毎朝の職員会及びメールで即座
に共通理解を図り、さらに可及的速やかに必要な改善を行った。小学校との接続は、小中高ＳＳＨ企画
推進部によるが、隣接しているため、小会議やメールにより、頻繁に情報交換や調整を行い、課題の共
有や改善に努めてきた。  

本校の職員組織の特徴は、そのコンパクトさもあいまって、改善スピードが速やかな点である。その
ため、令和 4 年度に改善した項目は大小をあわせて 100 項目を超え、令和 5 年度は 50 項目を超えてい
る。三校種の教務部や研修部、進路部等との連携、ＰＤＣＡが働きやすい点は、私学として、ＳＳＨ設
置により次世代人材育成を推進してきた改革型の校風であるからであろう。      

  令和 6 年度からは、新しい評価システムを小中高全校種で運用・展開して、各校種ごとの資質能力を
可視化しながら、小中高 12 年間の成長も可視化し、ＳＳＨ事業としての改善をさらに推進することとし
ている。評価の流れについては、以下のとおり、年度当初の診断的評価と年度末の形成的評価により、
ＰＤＣＡサイクルを起動して、改善と調整を積み重ねていくものとしている。なお、学園全体で評価結
果や改善点を検討する場として、小中高職員会を年 2 回、開催することとしている。 

 

(参考)本評価システムの開発について
このシステムは、中高副校長が国私立の大学研究者や元文部科学省主任視学官等とともに、授業改善と評

価の研究会を約 30 年間継続して行ってきたことから、関係諸氏の助言も含めて作成したものである。ただ、
これらはすでに本学園企画部であらゆる改善を施しており、著作権・所有権ともに学園にあるものである。

参考文献:「新しい教育評価入門」(「有斐閣コンパクト」2015)  西岡加名恵等
 「ヤマ場をおさえる学習評価」(「図書文化」2021) 石井英真等

           「資質能力を育成する学習評価」(「東洋館出版社」2020)  田中保樹等
 「主体的な学びにつなげる評価と学習方法」(「東信堂」2013) Sue Fostaty 等

           「指導を高める評価改善の決め手」(「東京法令出版」2002)田中孝一等 その他

【開発した評価ルーブリックや調査票】※便宜上、名称を分けているが全て評価票である。 
 種別 評価票 評価者

1 小学校

(5・6 年)用

①総括評価 5 観点ルーブリック
②自由研究の評価の各観点における資質・能力調査票

③小学 6 年生対象 ＳＳＨ事業の資質・能力に関する総括調査票

職員
職員・児童

児童

2 中学校用

①総括評価 5 観点ルーブリック
②課題研究サイエンスコミュニケーションプログラムの評価の各観点

における資質・能力調査票
③中学 3 年生対象 ＳＳＨ事業の資質・能力に関する総括調査票

職員
職員・生徒

生徒

3 高校用
①総括評価 5 観点ルーブリック
②課題研究の評価の各観点における資質・能力調査票
③高校 3 年生対象 ＳＳＨ事業の資質・能力に関する総括調査票

職員
職員・生徒
生徒

4 事業評価
①教職員対象 ＳＳＨ事業における自己評価票
②ＳＳＨ運営指導委員・外部指導者対象ＳＳＨ事業に関する評価票
③保護者対象 ＳＳＨ事業に関する評価票

職員
運営指導委員等
保護者

 

5 授業等評価

①授業評価基本票
②探究リテラシー評価基本票(含データサイエンス)

③探究的授業評価票
④合科授業評価票

職員・生徒
職員・生徒

職員
職員・生徒

【【診診断断的的評評価価((44 月月))とと総総括括的的評評価価((22 月月))にによよるるＰＰＤＤＣＣＡＡのの流流れれ】】

《各校種診断評価(4 月)》－評価結果－企画部－管理職会－小中高ＳＳＨ企画部会 
－小中高職員会－5 月運営指導委員会－ＳＳＨ事業の調整－ 

《各校種総括評価(2 月) 》－評価結果－企画部－管理職会－小中高ＳＳＨ企画部会 
  －小中高職員会－3 月改善－ＳＳＨ事業の改善 

※いずれの評価も、職員と生徒による 5 観点評価を実施する。 
※2 月には保護者と運営指導委員会にも評価を依頼する。 
※結果のまとめと改善策・調整案については、運営指導委員会で助言を得る。 
※形成的評価については、年間計画により、事業ごとに、または学期末に実施する。 
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